
平成 26年度 産金学官連携による大学発シーズ事業化コンソーシアム 

【大学シーズ情報】 ※印の項目は必須項目ですので、ご記載ください。 

◇本事業では、大学の「知財」「技術シーズ」全般を取り扱います。 

特許の有無は問いません。 

                       大 学 名 （独）日本原子力研究開発機構                     

※研究タイトル 今までにない色の花を作りませんか？ 

※研究者の所属学部

学科、役職、氏名 

量子ビーム応用研究センター  イオンビーム変異誘発研究グループ 

グループリーダー 大野 豊 

技術のポイント 
植物へのストレス処理を施した状態で電離放射線を照射することにより、花色変異体植

物の発生割合が大きく上昇し、変異の幅も拡げることができる。 

現在の研究開発段階 A 基礎研究段階  ・  B 試作段階  ・  C 実用化段階 

※技術の紹介 

●この技術は、イオンビームまたはエックス線などを植物に照射することによって変わっ

た色の花を作出する方法です。 
まず最初に、高濃度糖処理または植物の低温処理などにより植物にストレスを与え、

ついで電離放射線の照射をします。 
●ストレス処理と電離放射線照射は、植物体の全体でも一部でもよく、吸水させた種子、

発芽直後の種子、幼苗、芽、根、葉、花弁、不定芽、不定胚、管状花、カルスなどを対

象にできます。 
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                大 学 名   （独）日本原子力研究開発機構     

研究の背景 

従来から電離放射線照射による植物の突然変異により新しい品種が作出されてきまし

た。 しかし突然変異を起こすために、線量を上げたりすれば、生育不良等を引き起

こしたり、望まない変異を起こすことも有りました。 
そこで、照射線量を低いレベルに留めると、突然変異を起こす確率が下がり、非常に

多数の植物に照射し多数の個体から望む個体を選抜する必要がありました。 
本研究は照射線量を低いレベルにとどめながら、突然変異の発生の確立を高めよう

としたものです。 

従来技術より優れて

いる点 

低放射線量で、従来より高い確率で突然変異を引き起こすことができる。 

 

※技術の 

用途イメージ 

高齢者世帯の増加で、身近な生活の場での豊かさ、心の安らぎを求めての需要が 
増えるものと推定されている。 
このような需要に対して、今までにない花色の植物を提供できれば、 
市場を活性化させ、個人のみならず、ビジネス利用や輸出など新たな市場の 
拡大も見込める 
 

中小企業への期待 

●農業の近代化、企業化が叫ばれています。今後参入障壁も下がると考えられます。 
より強い農業を目指して、一緒に新しい試みを始めてみませんか。 
●原子力機構には、初めて放射線を扱う方々にも、優しく、安価に扱える様々な 
制度が用意されています。ぜひ、ご相談ください。 

知財情報 

（注）特許番号があり

ましたら記載くださ

い 

特開2011-30566（平成23年2月17日）「花色変異体植物の作出方法」 

 


